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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これより、株式会社ケービデバイスの魅力発信レポートの発表を行いたいと思います。
今回、ケービデバイスを訪問した、文化学部2回生・高柳と法学部1回生・太田です。

まず、初めにケービデバイスという名前の由来について紹介しましょう。

当社の社名の「ケービ」は、
アルファベットで書けばKbです。
 Kは「創業地の京都」の『K』 
                         カメラの『K』
Ｂは事業分野とする防犯の『ｂ』
そして音のケービは“警備”に通じます。 これが社名ケービデバイスの由来です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に会社概要について説明します。
ケービデバイスは防犯カメラを主力とする会社です。
会社創業者は代表取締役の高杉政一（マサカズ）さんです。
2000年11月に設立。14年目に突入し、創業以来、『増収または増益』と堅実な成長を続けている会社です。

高杉さんにケービデバイスの最も大切にしているところはどのようなことですか？？と伺ったところＡ４用紙に印刷された紙を渡されました。
これには、「社会に貢献する企業」「信頼のおける企業」「挑戦する企業」といった３つの趣旨の、会社にとって一番大切な「経営理念」が書かれており、そして、これらを実現するための4つの「行動方針」が書かれていました。

これから、印象に残った、この4つの行動方針を紹介します。

まず一つ目は「迅速対応」です
→これは、「おもいやりの心」を常に持って対応し、何事によらず半日以内に何らかの回答で応える、ということです。
二つ目は「顧客重視」です。
→これは、「おもてなしの心」を常に持って対応し、サービスの原点を追及し、質の向上を図る、ということです。
三つめは「適正価格」です。
→これは、「おかげさまの心」を常に持って対応し、全世界から最も信頼できる適正な製品を供給する、ということです。
四つ目は「意識改革」です。
→これは、「ふりかえりの心」を常に持って対応し、成功事例に甘んじることなく疑問を持って考える、ということです。

以上が、ケービデバイスの行動指針です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にケービデバイスの製品とアフターサービスについて、ご紹介します。
現在、防犯カメラで主力といわれるのが、ＩＰカメラシステムです。
ＩＰカメラシステムというのは、LANケーブルによる通信方式を利用して、映像/音声/アラーム情報を一度に配信できるシステムのことです。


また、高杉さんの「ケービデバイスは防犯カメラシステムを売るだけでなくサービスも提供する」という信念の下、他社よりも長期間の保証サービスやフルメンテナンスリースの「あんしん保証パックα」、リース満了後のレンタルサービス「グリーンエコプランα」、そして、機器の異常検知お知らせサービス「みまもりサービスあんしん君」などのサービスを提供しています。
これらのサービスが顧客に受け、学校・銀行・某チェーン店など多くの仕事を受注するまでに成長しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に第一回目インタビューの時に印象に残った高杉さんの言葉を紹介します。

その言葉は、「じんざい」には４つの「じんざい」がある、という言葉です。

組織にとって「じんざい」とは…

まず、人に「つみ」と書いて
いるだけで害がある人
次に、人に存在の「ざい」と書いて
いるだけの人
そして、人に材料の「ざい」と書いて
役に立つ人
最後に、人に財産の「ざい」と書いて
財産になる人

の4つに分けられます。


高杉さんは、ケービデバイスにとっての「じんざい」は、４つ目の『人に財産の「ざい」と書いて「じんざい」』だと考えています。
社員の皆さんそれぞれが成長し、その上で会社も成長する、そういう人財であってほしいと語られてました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、社員の皆さんの声です。
まず一人目の方の声は、『チャレンジできる環境。チャレンジして、たとえ失敗しても成長はできる[行動＝成長]』というものです。
ケービデバイスでは、様々なことにチャレンジできる環境があります。チャレンジすることや様々なハードルを乗り越えることで成長できる実感が得られ、スキルアップできる環境です。

次に、二人目の方の声は、『スキルが上れば、やりたいことができる』というものです。
→この方は、自身も障がいを抱えており、介護福祉の業界を考えていましたが、高杉さんの「ケービデバイスで介護分野のことをしてみたらいいじゃないか」というひとことに押されて入社されました。
現在は分野外ですが、介護福祉の講演会に出席するなど、将来を見据えた勉強もできる環境はこの会社のいいところだそうです。

そして、三人目の方の声は、『中小企業だからこそ様々なプロセスがわかる』というものです。
→この方は、「入社当初から様々な実務ができるのはいい。他部署との連携などを通して、自分の仕事が全体のどの流れの仕事かがよくわかる。最近、責任のある仕事をまかされ、やりがいを感じている。」とおっしゃっていました。

最後に、四人目の方の声は、『上司との距離感があまりない』というものです。
先程から代表取締役の高杉さんを「高杉さん、高杉さん」と言わせていただいていますが、実はケービデバイスでは役職で人を呼ばない、というルールがあります。たとえ社長でも「高杉さん」と呼びます。これは役職はあくまでも役割であるという考え方からです。このことで壁がなくなっていると感じるそうです。こういった、親しみやすい感じか気に入ったそうです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで、ケービデバイスの事業について説明してきましたが、ここで他社との違いはアフターサービスだけでない、別のケービデバイスの一面を紹介しましょう。

それは…なんと干支をあしらったお香セットなのです。
どういうことかといいますと、ケービデバイスでは、障がいを抱えたかたがおられる作業所に依頼して、お得意様や協力会社様にお渡しする粗品を作ってもらって購入しているそうです。
今年度で12年目となり、干支もちょうど一周の節目となりました。これからも続けていきたい事業取り組みだと語られていました。

また、製品の緩衝材の一部も実は点字のリサイクルを使用しています。

高杉さんは「単にボランティアではなく、作業所とビジネス（両方ともwin winの関係）として成立させる」とも語られていました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に行事について説明します。
4月には、全国の社員が集って年に一度の全国会議が行われます。また、目標達成時には金一封が配られることもあるとか…。
10月には社員旅行が行われ、毎年、一泊二日から二泊三日の旅行があり、親睦を深めます。
また、11月には京都の作業所さん主催のイベント・3月には滋賀の作業所さん主催のイベント行事などに参加し、ボランティア活動が行われます。

そのほかにも、部署内で交流を行ったりと日常的に社内交流が行われています。
このような方法で会社を盛り上げることでビジネスも成長させる、それがケービデバイスの考え方なのです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に私たちが感じた、ケービデバイスの魅力をお伝えします。
それは、
「商品だけでなく、その後のアフターフォローを含めたサービス提供によって、機能を提供する企業」だということです。
通常では、防犯カメラシステムを売って終わりというところが大半だと思います。そんな中、アフターフォローにも力を入れる会社だというところが魅力です。

最後に、ケービデバイスにたいする私達の率直な感想です。
「とても和気藹々とした職場でした」2年　高柳　萌
「チャレンジ精神がとても強い会社だと思いました」1年　太田　叡

これで株式会社ケービデバイスの魅力発信レポートを終わりたいと思います。
ご清聴ありがとうございました！
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